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「雨上がりの朝」
池隅　冨雄さん 撮影

►２月９日から飯塚市で「筑前いいづ

か雛のまつり」が開催されている。飯塚

商店街をぶらり散策しながら眼に映る

「お雛様」や「さげもん」などの美しさは、目の保養にピッタリ。

►飾られている作品の製作者の中に、数人ほど桂川町の方の名

前を見つけ、思わずそれらの作品に見入ってしまった。

►ちなみに「さげもん」に付けられた飾りの数は 51個。それは

昔の人の平均寿命が 50歳だったため、それより少しでも長く生

きて欲しいとの願いから 51個付けられているそうです。
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　うっすら雪が積もっ

た２月３日、平山２区

では子ども会など 60

人が参加した餅つきが

行われました。この餅

つきで使われたもち米

は、桂川町のリサイク

ル活動団体奨励金などで集めたお金で買ったものです。また

赤飯は、平山２区内の 75 歳以上の高齢者宅に配布されました。

催し 古新聞や空き缶がお餅や赤飯に変身

　「土師生活環

境 を 守 る 会 」

は、 地 域 に 居

住 す る 農 家・

非農家等多様

な住民の共同

活 動 に よ り、

薄れつつある地域内連帯感を取り戻し、住み良い、生活し

やすい環境を築き、後世に引き継ぐため、「農地・水・環境

保全向上対策事業」に取り組んでいます。

　事業は、対象地域を設定し、関係する全ての住民の賛同

のもと、共同活動により、順調に進んでいます。

　共同活動は、農業者の生産基盤の環境を整備する「機能

向上班」と住民の生活環境を守る「環境向上誘導班」に分

かれ、両班が連携を取り

ながら、月 1 回の割合で

活動しています。事業期

間は、五年間の長丁場で

す。参加住民と話し合い

を重ね、一歩一歩着実な

前進が期待されます。

報告 「土師生活環境を守る会」の活動は順調

町の交差点


